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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の22年３月期第３四半期につきましては、１株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効果を有してい
る潜在株式が存在しないため記載しておりません。23年３月期第３四半期につきましては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載してお
りません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 3,199 52.0 266 ― 269 ― 150 ―
22年3月期第3四半期 2,104 △25.8 △218 ― △240 ― △211 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 4,975.74 ―
22年3月期第3四半期 △6,951.69 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 3,682 2,220 59.3 76,917.04
22年3月期 3,649 2,192 59.4 71,255.88

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  2,185百万円 22年3月期  2,168百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 1,000.00 1,000.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
1,000.00 1,000.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,300 36.2 310 ― 310 ― 170 ― 5,618.53



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信(添付資料)の３ページ「1.当四半期の連結業績予想等に関する定性的情報(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
・平成22年11月４日に公表いたしました業績予想を修正しております。詳細につきましては、平成23年２月２日付「業績予想の修正に関するお知らせ」をご
参照ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 30,920株 22年3月期  30,920株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  2,511株 22年3月期  487株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 30,257株 22年3月期3Q 30,433株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期における我が国経済は、景気は足踏み状態にあるものの、一部に持ち直しに向けた動きもみられる

中、失業率は高水準にあるなど厳しい状況にあります。先行きについては海外景気の下振れ懸念や為替レートの変

動など、景気がさらに下押しされるリスクが存在しています。 

 情報サービス産業では、依然として低調な景気状況だといえます。特定サービス動態統計調査等では、情報サー

ビス業の売上高は、前年同期比で微減となっています。しかし、日銀短観では、大企業について、ソフトウエア投

資額（計画）が対前年プラス5.0％であり、現実に、当社グループでは、堅調な引き合いをいただいています。 

 このような状況の下、当社グループは、課題であるリードタイムの短縮、新規の顧客開拓を地道に続けながら、

既存のお客様企業から信頼を得られるサービス提供を心掛けてまいりました。 

 その結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は、1,153,515千円（前年同期比66.8％増）、営業利益

152,967千円（前年同期は90,408千円の営業損失）、四半期純利益86,980千円（同99,432千円の四半期純損失）と

なりました。 

 また、当第３四半期連結累計期間における売上高は、3,199,158千円（前年同期比52.0％増）、営業利益266,870

千円（前年同期は218,388千円の営業損失）、四半期純利益150,550千円（同211,560千円の四半期純損失）となり

ました。 

  

部門別の売上高の状況 

  

① ビジネス・ソリューション部門 

 ビジネス・ソリューション部門では、一般事業法人向けのシステム再構築支援案件が引き続き好調でした。

しばらくの間、システムの手直しを控えていたお客様企業が、徐々にシステム投資を再開し始めている状況で

あり、当社グループの強みを生かせることができる分野だけに営業活動に注力してまいりました。また、連結

納税システムTAX-Saverの受注状況も好調です。当第３四半期連結会計期間における売上高は970,701千円（前

年同期比87.3％増）、当第３四半期連結累計期間における売上高は2,594,926千円（同72.0％増）となりまし

た。 

  

② エンジニアリング・ソリューション部門 

 エンジニアリング・ソリューション部門では、昨年度より引き続き精密機器製造業向け技術支援、自動車関

連向け技術支援が好調です。さらに、SI業向け技術支援が堅調に推移しました。Android OSやiPhone OS、

Windows CEを利用した製品開発に対する技術支援に注力しております。その結果、引き続き、創業以来２番目

に好調であった前期を上回る結果となっています。当第３四半期連結会計期間における売上高は152,081千円

（前年同期比6.9％増）、当第３四半期連結累計期間における売上高は446,018千円（同16.4％増）となりまし

た。 

  

③ 教育ソリューション部門 

 教育ソリューション部門では、前年度が好調でしたが、今年度は、お客様企業の教育予算縮小の影響などか

ら、第１四半期では苦戦となりました。しかし、第２四半期以降では復調し始めており、第３四半期において

は対前年同期比で、前年並みとなっています。引き続き、中堅エンジニア向けの中・小オンサイト案件の掘り

起こしに注力しております。当第３四半期連結会計期間における売上高は30,732千円（前年同期比0.6％

減）、当第３四半期連結累計期間における売上高は158,212千円（同25.8％減）となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  ① 資産、負債及び純資産の状況  

(ⅰ) 資産  

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて、15.4％増加し、2,040,020千円となりました。これは、主として

「現金及び預金」が158,726千円、「売掛金」が177,463千円増加し、一方で、「その他」に含まれる未収還付

法人税等が55,052千円減少したことなどによります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて、12.8％減少し、1,642,093千円となりました。これは、主として

「のれん」が58,760千円、「その他」に含まれる差入保証金が55,796千円、同じく「その他」に含まれる長期

繰延税金資産が72,857千円減少したことなどによります。  

 この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、0.9％増加し、3,682,113千円となりました。  

(ⅱ) 負債  

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて、5.0％増加し、1,304,280千円となりました。これは、主として

「買掛金」が45,729千円、「未払法人税等」が42,050千円増加したことなどによります。  

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて、26.9％減少し、157,304千円となりました。これは、主として「長

期借入金」が52,234千円減少したことなどによります。 

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて、0.3％増加し、1,461,584千円となりました。 

(ⅲ) 純資産  

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.3％増加し、2,220,529千円となりました。これは、主として

「利益剰余金」に含まれる繰越利益剰余金が120,016千円増加し、一方で、「自己株式」を99,176千円取得した

ことなどによります。  

  ② キャッシュ・フローの状況の分析 

  当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前第３四半期連結会計

期間末に比べて、93,896千円減少し、928,281千円となりました。  

  

   （ⅰ） 営業活動によるキャッシュ・フロー 

 当第３四半期連結会計期間における営業活動の結果73,786千円(前年同期比138,173千円収入が増)の資金が得

られました。主な内容としては、収入が、税金等調整前四半期純利益152,749千円などによるものです。支出と

しては、売上債権の増加額78,907千円などとなっております。 

 なお、当第３四半期連結累計期間における営業活動の結果312,875千円(前年同期比229,417千円収入が増)の

資金が得られました。主な内容としては、収入が、税金等調整前四半期純利益304,245千円などによるもので

す。支出としては、売上債権の増加額177,463千円などとなっております。 

  

（ⅱ）投資活動によるキャッシュ・フロー 

 当第３四半期連結会計期間における投資活動により得られた資金は14,975千円(前年同期比52,817千円収入が

増)です。主として、子会社株式の取得による支出30,000千円などとなっております。 

 なお、当第３四半期連結累計期間における投資活動により得られた資金は10,854千円(前年同期比252,548千

円収入が増)です。主として、収入が、投資有価証券売却による収入38,559千円などによるものです。支出とし

ては、定期預金の預入に30,000千円、子会社株式の取得による支出30,000千円などとなっております。 

  

（ⅲ）財務活動によるキャッシュ・フロー 

 当第３四半期連結会計期間における財務活動により使用した資金は163,484千円(前年同期比352,693千円支出

が増)です。収入としては、短期借入れによる収入665,000千円によるものです。主な支出としては、短期借入

金の返済による支出702,500千円などとなっております。 

 なお、当第３四半期連結累計期間における財務活動により使用した資金は194,973千円(前年同期比622,506千

円支出が増)です。収入としては、短期借入れによる収入2,262,500千円によるものです。主な支出としては、

短期借入金の返済による支出2,215,000千円、長期借入金の返済による支出113,333千円などとなっておりま

す。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 最近の業績状況を踏まえ見直しを行った結果、平成22年11月４日に公表いたしました平成23年３月期通期の連結

業績予想を修正しております。 

 詳細につきましては、平成23年２月２日に公表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くだ

さい。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

  

② 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更 

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）

を適用しております。 

 これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 

  

② 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益が1,613千円、税金等調整前四半期純利益が

11,804千円それぞれ減少しております。 

   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,008,281 849,554

売掛金 885,757 708,293

商品 4,386 4,590

仕掛品 56,444 17,040

その他 88,661 191,745

貸倒引当金 △3,512 △3,403

流動資産合計 2,040,020 1,767,822

固定資産   

有形固定資産 60,208 74,968

無形固定資産   

のれん 773,146 831,906

その他 93,546 122,648

無形固定資産合計 866,693 954,555

投資その他の資産   

投資有価証券 482,308 450,635

その他 288,298 457,624

貸倒引当金 △55,415 △55,625

投資その他の資産合計 715,192 852,634

固定資産合計 1,642,093 1,882,158

資産合計 3,682,113 3,649,981

負債の部   

流動負債   

買掛金 164,486 118,756

短期借入金 722,500 757,392

1年内返済予定の長期借入金 109,509 88,216

未払法人税等 46,465 4,414

賞与引当金 19,230 46,181

その他 242,089 227,387

流動負債合計 1,304,280 1,242,347

固定負債   

長期借入金 125,644 177,878

負ののれん 30,420 36,123

その他 1,240 1,190

固定負債合計 157,304 215,191

負債合計 1,461,584 1,457,539
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 797,550 797,550

資本剰余金 1,181,070 1,181,070

利益剰余金 326,664 206,546

自己株式 △119,453 △20,277

株主資本合計 2,185,831 2,164,889

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △694 3,641

評価・換算差額等合計 △694 3,641

新株予約権 35,392 23,911

純資産合計 2,220,529 2,192,441

負債純資産合計 3,682,113 3,649,981
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 2,104,900 3,199,158

売上原価 1,653,246 2,179,372

売上総利益 451,654 1,019,785

販売費及び一般管理費 670,043 752,915

営業利益又は営業損失（△） △218,388 266,870

営業外収益   

受取利息 2,278 －

受取配当金 3,739 5,060

保険解約返戻金 24,441 －

負ののれん償却額 － 5,703

その他 3,083 6,040

営業外収益合計 33,542 16,804

営業外費用   

支払利息 7,362 10,284

為替差損 1,958 80

持分法による投資損失 45,955 1,878

その他 174 1,787

営業外費用合計 55,451 14,031

経常利益又は経常損失（△） △240,297 269,643

特別利益   

投資有価証券売却益 － 25,649

受注損失引当金戻入額 － 15,861

貸倒引当金戻入額 1,855 －

その他 40 3,364

特別利益合計 1,895 44,875

特別損失   

固定資産除却損 45,131 －

貸倒引当金繰入額 27,705 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,191

その他 2,796 82

特別損失合計 75,632 10,273

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△314,034 304,245

法人税、住民税及び事業税 8,474 42,965

法人税等調整額 △124,837 110,728

法人税等合計 △116,362 153,694

少数株主損益調整前四半期純利益 － 150,550

少数株主利益 13,888 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △211,560 150,550
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 691,464 1,153,515

売上原価 543,844 751,189

売上総利益 147,620 402,326

販売費及び一般管理費 238,029 249,358

営業利益又は営業損失（△） △90,408 152,967

営業外収益   

受取利息 98 －

受取配当金 1,864 2,886

為替差益 733 －

負ののれん償却額 － 1,901

その他 507 860

営業外収益合計 3,203 5,647

営業外費用   

支払利息 2,554 3,116

為替差損 － 27

持分法による投資損失 5,923 2,364

その他 26 355

営業外費用合計 8,504 5,864

経常利益又は経常損失（△） △95,709 152,749

特別利益   

貸倒引当金戻入額 979 －

その他 40 －

特別利益合計 1,019 －

特別損失   

固定資産除却損 45,000 －

貸倒引当金繰入額 27,705 －

その他 2,796 －

特別損失合計 75,501 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△170,191 152,749

法人税、住民税及び事業税 △20,866 35,122

法人税等調整額 △52,126 30,646

法人税等合計 △72,993 65,769

少数株主損益調整前四半期純利益 － 86,980

少数株主利益 2,234 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △99,432 86,980
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△314,034 304,245

減価償却費 76,475 50,644

のれん償却額 32,763 53,056

貸倒引当金の増減額（△は減少） 25,850 99

賞与引当金の増減額（△は減少） △19,222 △26,950

受注損失引当金の増減額（△は減少） 165 △17,845

受取利息及び受取配当金 △6,017 △5,214

支払利息 7,362 10,284

持分法による投資損益（△は益） 45,955 1,878

投資有価証券売却損益（△は益） － △25,649

子会社株式売却損益（△は益） 2,432 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,191

固定資産除却損 45,131 －

売上債権の増減額（△は増加） 183,765 △177,463

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,070 △39,200

仕入債務の増減額（△は減少） △17,765 45,729

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） 29,576 △12,046

未払又は未収消費税等の増減額 △17,312 30,888

その他の資産の増減額（△は増加） 9,299 15,995

その他の負債の増減額（△は減少） 10,670 41,029

その他 24,702 6,772

小計 115,727 266,444

利息及び配当金の受取額 6,489 5,217

利息の支払額 △6,650 △10,007

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △32,108 48,603

その他 － 2,616

営業活動によるキャッシュ・フロー 83,457 312,875

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △30,000

有形固定資産の取得による支出 △6,170 △5,100

無形固定資産の取得による支出 △73,199 △5,279

投資有価証券の取得による支出 △75,875 △24,053

投資有価証券の売却による収入 1,313 38,559

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

28,284 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△92,192 －

子会社株式の取得による支出 － △30,000

関係会社株式の取得による支出 △25,000 －

差入保証金の差入による支出 △75,034 △269

差入保証金の回収による収入 96,387 26,918

その他 △20,207 40,080

投資活動によるキャッシュ・フロー △241,693 10,854
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 2,754,492 2,262,500

短期借入金の返済による支出 △2,441,000 △2,215,000

長期借入れによる収入 173,838 －

長期借入金の返済による支出 △30,000 △113,333

自己株式の取得による支出 － △99,419

配当金の支払額 △29,797 △29,720

財務活動によるキャッシュ・フロー 427,532 △194,973

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,904 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 267,393 128,756

現金及び現金同等物の期首残高 748,849 799,554

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 5,935 －

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △30

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,022,177 928,281
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当第３四半期連結会計期間（自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日） 

 該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

 該当事項はありません。 

  

生産、受注及び販売の状況 

（１）受注実績 

 当第３四半期連結会計期間における受注実績を部門別に示すと、次のとおりであります。 

 （注）１ 金額は、販売価格によっております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３ 前連結会計年度まで区分表示しておりました「経営コンサルティング事業」及び「製品開発・販売事業」に

つきましては、第１四半期連結会計期間より「ビジネス・ソリューション部門」に含めることといたしまし

た。そのため、前年同四半期の数値を変更後の部門区分に組み替えて、前年同四半期との比較を行っており

ます。 

  

（２）販売実績 

 当第３四半期連結会計期間における販売実績を部門別に示すと、次のとおりであります。 

 （注）１ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３ 前連結会計年度まで区分表示しておりました「経営コンサルティング事業」及び「製品開発・販売事業」に

つきましては、第１四半期連結会計期間より「ビジネス・ソリューション部門」に含めることといたしまし

た。そのため、前年同四半期の数値を変更後の部門区分に組み替えて、前年同四半期との比較を行っており

ます。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

部門別 受注高（千円） 
前年同四半期比 

（％） 
受注残高（千円） 

前年同四半期比

（％） 

ビジネス・ソリューション部門  898,501  130.4  765,415  118.6

エンジニアリング・ソリューション部門  168,676  132.4  144,511  130.8

教育ソリューション部門  29,306  133.7  9,277  52.5

合計  1,096,484  130.8  919,203  118.8

部門別 販売高（千円） 前年同四半期比（％） 

ビジネス・ソリューション部門  970,701  187.3

エンジニアリング・ソリューション部門  152,081  106.9

教育ソリューション部門  30,732  99.4

合計  1,153,515  166.8

相手先 
 当第３四半期連結会計期間 

 販売高（千円）  割合（％） 

オリックス・システム株式会社  121,210  10.5 
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